
Eneleap Consulting L.L.C.

Innovation Policy Research Center
Institute of Engineering Innovation,School of Engineering, the University of Tokyo

 
     

2,647 papers, 8.8 ages
organizational innovation 
leadership, champion, team
communication
market orientation, adoption

3,178 papers, 6.3 ages
regional learning,
intellectual property right, antitrust
public research, academia-industry relations

#2 Technological Management
2,706 papers, 5.9 ages
absorptive capacity, architectural innovation
knowledge management
product, profiting, licensing

#4 Diffusion of 
Innovation
554 papers, 7.9 ages
market, technology, timing

from 40,856 papers
(1970-2007, connected component = 11,608 papers)

# Rank,  Cluster name
Cluster size, Average years after publication
Keywords in the cluster

#7 Policy
305papers, 7.3 ages
policy-making, diffusion

Matsushima Lab., Institute of Engineering Innovation, Graduate School of Engineering, The University of Tokyo.

#8 Innovation Source
283 papers, 7.7 ages
user, manufacturer, technology

#6 Service Innovation
326 papers, 9.7 ages
education, promotion, 
implementation

#9 Strategy
269papers, 6.7 ages
company, value creation, institutional

#10 Drug
173papers, 3.7 ages
drug discovery, R&D, 
pharmaceutics

IPRC  Policy Issues Series  11-01



    
    
      受理日 2011.05.11    公開日 2011.06.10                       

- 1 - 

IPRC Policy Issues Series 11- 01 
 

 

 

 
 

イノベーションを支えるカリフォルニアのエネルギー政策その実態と課題 

 

 
井上さやか  

Eneleap Consulting L.L.C. 代表取締役社長 

 

 
 
シリコンバレーを中心として、カリフォルニア州では近年、クリーンテックと呼ばれる、

地球温暖化防止や持続可能な社会に役立つ、エネルギー関連の新しい技術 やその関連

企業に注目が集まっています。２０１０年のカリフォルニア州におけるベンチャーキャ

ピタルのクリーンテック関連の投資は約２８億ドルであり、アメリカ全体の約４０億ド

ルに対して約７０％、そして世界全体と比べても約５０％を占めています。２番手であ

るマサチューセッツ州はアメリカの１０％以下しか占めていませんから、カリフォルニ

ア州がまさにアメリカの、そして世界のクリーンテック関係の新産業をリードしている

と言えるでしょう。（図１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

図１：米国における州別クリーンテック関連ベンチャーキャピタル投資の割合 
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何故、カルフォルニアでクリーンテック関連のベンチャー投資が盛り上がっており、多

くのスタートアップ企業が生まれているのでしょうか。その大事な要因の一つとして、

州政府によるエネルギー政策があると私は考えています。 

先日１月２２日に、TechCrunch というシリコンバレーで有名なウェブメディアが主催

した、２０１０年を代表する革新的なスタートアップ企業や技術の授賞式がありました。

Best Clean Tech 部門で受賞したのは、SolarCity という会社です。SolarCity の売り文句

は、初期投資ゼロで太陽電池を取り付けられます、というものです。非常に画期的なビ

ジネスモデルですが、こういったビジネスモデルが成り立つ背景には、それを可能にす

る政策や制度があります。 
 
SolarCity を例にとって見てみると、こういったビジネスモデルが成り立つ要因として、

再生可能エネルギーを中心とした分散型発電の導入や省エネルギー推進に対する奨励金

の存在、そしてカリフォルニア州の電気料金が高いことが挙げられます。 
 
 
 
第一に、様々な 奨励金の存在があります。SolarCity も、カリフォルニア州における太

陽光発電設備に対する奨励金 、California Solar Initiative（CSI）を活用しています。CSI
は、最終的な導入目標量である１７５０MW に対し、累積の太陽光発電設備の増加に合

わせて１０段階で奨励金が減少していく仕組みになっています。（図２）太陽光発電設

備は CSI が制定された当初に想定されていた以上のスピードで普及が進み、もうすぐ奨

励金の予算の残りが底をつくと言われています。 

 

図２：CSI の補助金と累積導入量 

 
 
こうした奨励金は太陽光発電のみでなく、風力発電や燃料電池など他の分散型発電にも

用意されています（SGIP: Self Incentive Generation Program）。また、LED の使用、グ

リーンビルディング等を推進する、様々な省エネルギープログラムもあります。電 
力会社がこれらのリベートプログラムのリードをとって進めています。 
また、カリフォルニア州のキロワットあたりの平均電気料金がアメリカ全体の平均に比

べて約 30％高くなっていることも大事な要因です。（図３） 
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図３： 住居用平均電気料金 

 

こちらで革新的なエネルギー関係の企業が出てきている背景には、KW あたりの電気料

金が高い分、代替エネルギーや省エネルギーによる効果が経済的な意味を持つ、という

ことも影響しています。太陽光発電業界は特にこの恩恵を受けていると言えるでしょう。 
 
さて、これらの要因を支えている大切な政策として、１９８２年にカリフォルニア州が

全米で最初に導入した、電力のデカップリング制度が挙げられます。デカップリングと

は、電力会社の売上と利益を分離することです。あらかじめベースとなる電気料金と料

金収入見込みを定めておき、実際の料金収入が想定を下回った場合には電気料金を上げ、

減少分を補填します。逆に実際の料金収入が想定を上回った場合には、電気料金を下げ、

増加分を需要家に還元します。これにより電力会社は電力をより多く販売しても利益増

加にはつながらなくなり、 利益増加のためにコストを削減しようとするインセンティ

ブがより働くようになりました。電力会社が需要家の省エネのためのプログラムや需要

家側に導入される分散型発電に熱心に投資をする背景には、 電力会社から供給される

電力に対する需要を抑えることで、新規発電設備や既存設備の拡張のために必要となる

莫大なコストを削減する目的があるのです。 

 

カリフォルニア州は１９８２年、全米で最初に、電気に対するデカップリング制度を取

り入れました。これまでには、規制緩和の行き過ぎによる大停電等の弊害も経験しまし

たが、３０年間を超えるこのデカップリング政策の成果は、成功と見なされています。

その証拠として、よく出されるのが以下のグラフです。（図４） 

 

図４： 一人当たりの電気使用量（アメリカ全体とカリフォルニア州の比較） 
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カリフォルニア州の一人当たり電気使用量は、アメリカ全体の平均に比べて半分程度で

あり、また他の州の使用量が増加し続けている一方で、増加せずに抑えられています。

これは、厳密には、カリフォルニア州の特徴である比較的暖かい気候や、エネルギー多

消費産業がないこと、また比較的家の大きさが小さいことなども影響しているようです

が、それらを加味しても、デカップリング制度が影響した度合いは大きいと考えられて

います。 
 

加えて、 ２００７年に採用された Risk Reward Incentive Mechanism (RRIM)と呼ばれる

仕組みがあります。電力会社は３年間を１サイクルとして各種のプログラムに資金を投

資し、予め設定されたエネルギー削減量の目標値（energy savings goals）への達成度合

いによって、利益を得ることができます。RRIM のコンセプトは、エネルギー削減によ

って生じるベネフィット及びリスクを電力会社と需要家の間でシェアしましょう、とい

うことです。（図５） 

 
図５：RRIM の目標達成度合いと利益 

 

 
２００６年から２００８年には３年間で２０億ドル（２００７年に４.５億ドルの予算

を追加）の予算が州から用意され、電力各社を通じて様々なプログラムに投資が行われ

た結果、エネルギー削減目標値の少なくとも８５％を達成したとされています。この結

果、カリフォルニアの電力各社、PG&E は２９１０万ドル、SCE は２４１０万ドル、

SDG&E は５１０万ドル、SCG は９９０万ドルの利益を得ました。 
 
RRIM には、エネルギー削減量の計算が複雑で、妥当性を証明するのが難しいといった

課題もあります。定量化 に関しては様々な議論があるため、今後は、より透明性のあ

る仕組みが作られようとしています。 
 
また、投資は電力会社によって行われていますが、元をたどれば税金から出ているため、

エネルギー削減によって得られた利益をどこまで電力会社の利益とし、どれだけ需要家

に還元すべきなのか、という点については賛否両論、様々な意見があります。  
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ここで本質的に重要なことは、電力会社が積極的に再生可能エネルギーや省エネルギー

を推進するための仕組みが作られていることです。カリフォルニアの電力会社にとって

は、電力を売って利益を伸ばすという考え方は、もはや３０年前の古い考え方です。仮

に電力会社が電力をより多く販売することを気にしているならば、エネルギー削減につ

いてのインセンティブはなく、再生可能エネルギーや省エネルギー等の分野におけるス

タートアップ企業は、単に売上を奪う競合になりかねません。逆に、再生可能エネルギ

ーの導入や省エネルギーの活動が電力会社にとって利益となる仕組みが作られているた

め、それらのスタートアップ企業は投資の対象となります。こちらでは、電力会社を中

心としたエコシステムを作ることによって、新たな企業、産業を伸ばそうとしているの

です。実際、SolarCity も、カリフォルニアの代表的な電力会社 PG&E から、６０００

万ドルの投資を受けています。 

 
その他、AB32 と呼ばれる法律も重要な役割を果たしています。AB32 では、２０２０

年までに GHG の排出量を１９９０年と同等の水準まで削減することを目指すとしてお

り、削減目標達成手段として、キャップ＆トレード型排出量取引制度の導入や RPS 
(Renewable Portfolio Standard)を ３３％にまで拡大 するといった様々な手段を組み合わ

せることとしています。この施策により、州全体で、二酸化炭素排出量を減らす活動に

インセンティブが働いているのです。 
 
更に、直近では２００９年２月に制定されたオバマ大統領の景気刺激策 American 
Recovery and Reinvestment Act of 2009 (ARRA) により、約５０億ドルの予算がカリフォ

ルニア州のエネルギー関連のプログラムに当てられており、今後もしばらく、こういっ

た予算が省エネルギーや再生可能エネルギーのプログラムに費やされていくことは間違

いありません。 
 
今までのところ、カリフォルニア州では様々な政策や制度が合わさってうまく機能し、

革新的なエネルギー関連企業を生み出す一つの要因となっています。課題を含みながら

も、大胆な政策を実践し、その実践から学び、修正を続けていく姿勢からは、学べると

ころが多くあると思います。 
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